
令和７年度 東広島市立高屋西小学校 総合的な学習の時間 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容・・・目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力】 

学年 ３年 ４年 ５年 ６年 

テーマ ふるさと「高屋」を愛し、ふるさとの未来を創造する 

探究課題 
食：食を中心とした自分たちの消費生活

の問題 

町づくり：町づくりや地域活性化のた   

  めに取り組んでいる人々や組織 

産業：米作りの現状や発展とそれに関 

   わる人々 

伝統文化：地域の伝統や文化とその継

承に力を注ぐ人々 

探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力 

知識及び技能 

身の回りには、ものを大切にする“ＭＯ

ＴＴＡＩＮＡＩ”という文化があること

が分かる。 

地域の人々は、地域をよりよくするため

に環境・健康・安全・伝統文化等の面か

ら様々な活動をしていることが分かる。 

地域の人々は、米作りを継承・発展させ

るために、米作りの現状や問題点をふま

え様々な工夫をしていることが分かる。 

地域には、古くから大切に残されている建造

物や伝承があり、それらを大切に思い、活動

している人々がいることが分かる。 

情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた技能を身に付けている。 情報を比較・分類・関連付けるなど、探究の過程に応じた技能を身に付けている。 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
等 

課題設定力 

たくさんの気づきや疑問の中から

課題を見つけている。 

たくさんの疑問の中から自分で課

題を見つけている。 

自分たちを取り囲む事象から疑問
をもち、課題を発見し、設定して
いる。 

自分たちを取り囲む事象から疑問
や問題意識をもち、課題解決のた
めの見通しをもつことができる。 

表現力 

自分の意見を伝えるために、分かり
やすく表現している。 

自分の意見を伝えるために、資料等
を活用して、工夫して表現してい
る。 

相手や目的、意図に応じた伝え方を
考え、資料等を活用して表現してい
る。 

相手や目的、意図に応じた伝え方を
考え、必要な情報を整理分析して表
現している。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

かかわり 

 合う力 

自分の思いを伝えたり、相手の考え
を認め合ったりして、課題解決に向
けてかかわっている。 

質問することで、異なる考えや他者
の考えを受け入れ、課題解決に向け
てかかわっている。 

異なる意見や他者の考えを受け入
れ、他者と協働し、課題解決に向け
てかかわっている。 

異なる意見や他者の考えを受け入
れ、他者と協働し、課題解決に向け
て積極的にかかわっている。 

やりきる力 

課題解決に向け、最後まで取り組ん
でいる。 

課題解決に向け、決めた課題に最後
まで取り組んでいる。 

自ら設定した課題を解決しようと、
最後まで粘り強く取り組んでいる。 

自ら設定した課題を解決しようと、
最後まで粘り強く考え、実行してい
る。 

郷土愛 

地域の人々の思いや地域のよさを
知る。 

地域の人々の思いや地域のよさを
知り、大切にしようとする。 

地域の人々の思いや地域のよさを
知り、地域をよりよいものにしてい
くために考えている。 

地域の人々の思いや地域のよさを
知り、地域をよりよいものにしてい
くための考えをもち、実践しようと
する。 

 

 

 

 

 

 

 

【各教科等との関連】 

国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科 

・自分の思いや考えが相手 

に伝わるように表現する

力 

・相手が伝えたい事柄を正 

確に理解する力 

・言語についての知識や理 

解、技能  など 

・社会的な事象に関心をも 

ち、進んで調べようとする

態度 

・統計、資料、年表等を読み 

取り活用する力 

・観察や調査した事柄を関連 

付ける力  など 

・数量や図形に興味をもち、調 

べたり試したりしながら課題

を解決していこうとする力 

・目的に応じて表やグラフを使 

 って表現する力 

・筋道を立てて考える力 など 

・自然事象に関心をもち、進 

 んで調べようとする態度 

・科学的に筋道立てて考え、 

問題を解決する力 

・見通しを持って観察、実験 

 をする力  など 

・身近な人々、社会、自然 

と関わる力 

・自分自身や自分の生活に 

ついて新たな気付きをも

つ力 

・生活上必要な習慣や技能 

など 

・音楽によって養われる感 

性や情操 

・感じたことを歌や楽器で 

表現する力  など 

家庭科 図画工作科 体育科 外国語活動・外国語 特別の教科 道徳 特別活動 

・日常生活に必要な基礎

的・基本的な知識及び技

能 

・家庭生活をよりよくしよ

うと工夫する力と実践的

な態度   など 

・造形活動、表現活動等で養

われた感性や情操 

・つくりだす喜び 

・形や色、材料などから発想

する力 

・材料や用具を用いる力など 

・健康で安全な生活を営む実践 

 力 

・たくましい心と体  など 

・異なる言語や文化を理解す 

る力 

・積極的にコミュニケーショ 

 ンを図ろうとする態度 

など 

・課題解決に向けて主体的 

 に活動するための道徳的 

 な判断力、心情、実践意 

 欲と態度  など 

・話合いの仕方 

・集団をよりよくしていこ

うとする意欲及び態度 

・自発的、自主的に活動を

進める力  など 

【地域との連携】 

 

【学校の教育目標】 

より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる 

（１）基礎的・基本的な知識及び技能を習得して、自分のものとして活用できる力 

（２）児童自らが思考を広げたり深めたりしながら、新たな知識や価値を創りだす力 

（３）学んだことを自分との関わりで捉え、自分の生活に役立てようとする態度 

【保護者の願い】 

○心豊かにたくましく育ってほしい。 

○基礎的・基本的な知識及び技能の定

着。 

○思考力、判断力、表現力等の育成。 

○健康で安全な生活を営んでほしい。 

【地域の願い】 

○自分たちの地域や文化、歴史等に誇り 

をもってほしい。 

○地域と積極的に関わり、行事等にすす 

んで参加してほしい。 

○豊かな人間性を身に付けてほしい。 

○健康で安全な生活を営んでほしい。 

【総合的な学習の時間の目標】 

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習を通して、

目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるように

するために、以下の資質・能力を育成する。 

(1) 地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な 

知識及び技能を身に付けるとともに、地域の特徴やよさに気付き、それらが人々の努

力や工夫によって支えられていることに気付く。 

(2) 地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、その解決に向けて仮説を立てたり、

調べて得た情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、考えたことを、根拠を

明らかにしてまとめ・表現する力を身に付ける。 

(3) 地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも 

に、互いのよさを生かしながら自ら進んで地域社会に関わろうとする態度を育てる。 

【児童の実態】 

○素直で落ち着いている。 

○地域に愛着をもつ児童が多い。 

○指示されたことは最後までやり遂げよ 

うとするが、「考えて行動する」ことが

苦手な児童がおり、自己肯定感が低い

児童が多く見られる。 

【地域の実態】 

○自然に恵まれている。 

○新興住宅が多く、核家族の割合が高い。 

○住民自治協議会を中心に、地域内のつな

がりや連携性が高い 

○ＰＴＡを中心に、学校教育に対する理解

があり、協力的である。 

保護者 地域の神社 住民自治協議会 

地域の方々 地域の学校 地域センター 地域の行事、祭り等 

ＪＡ・各商店 

学校 

【学習活動】 

・地域の実態、児童の実態を踏

まえ、探究課題を設定する。 

・地域の人、もの、ことを生か

した学習活動を行う。 

・年間１テーマでの取組を基本

とする。 

【指導方法】 

・児童の課題意識を連続、発展させる支援と工夫を行う。 

・体験活動を重視させ、実感を伴った学習展開にする。 

・各教科等との関連を重視した指導を行う。 

・言語活動を生かし、整理分析したり、まとめ・表現した

り、振り返ったりする学習を重視する。 

・協働的な学習を充実させるため、思考ツールを積極的に 

活用する。 

【指導体制】 

・学年部を中心とした指導を行う。必要に応

じて、担任以外の教員が入り、個に応じた

指導ができるようにする。 

・情報収集・活用するためのパソコン教室及

び学校図書館の整備・充実を図る。 

・地域の教育資源（人・もの）を活用すると

ともに、目標を共有化し、日常的な関わり

を行う。 

【学習評価】 

・学習活動の記録や振り返り活動の蓄積によ

るポートフォリオを活用した評価の充実

を図る。 

・指導と評価の一体化を充実する。 

・授業分析による学習指導の評価を重視 

する。 

・期末、学年末には単元や内容の評価・ 

改善を行い、次年度の計画に生かす。 


